
【復興交付金事業計画の個別事業の実績に関する評価様式】 

№43 

事業番号 Ｅ-１-１ 

事業名  低炭素社会対応型浄化槽集中導入事業 

事業費 総額：35,284 千円（国費：26,463 千円） 

内訳：補助金 35,284 千円 

事業期間 平成 24 年度～令和２年度 

 

事業目的・事業地区 

防災集団移転事業による移転先として新たに整備される住宅地、災害危険区域（H２

３年１２月に指定済み）からの個人的移転、津波被害区域からの個人的移転、津波被

害区域内及び半壊以上の被害による建て替えのうち、公共下水道区域への編入が難し

い地区においては、低炭素社会対応型浄化槽の導入を支援し、復興に向けた良好な住

宅環境の整備を図る。 

事業地区：作田東地区、作田西地区、雁小屋西地区等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作田西地区 

雁小屋西地

作田東地区 

上記３地区に加え、津波浸水区域から

の移転再建を対象として実施 

公共下水道、農業集落排水区域図 



事業結果 

 平成 24 年度   3,066 千円  平成 29 年度   332 千円 

平成 25 年度  8,250 千円  平成 30 年度    0 千円 

平成 26 年度  17,202 千円  令和元年度     0 千円 

平成 27 年度   4,394 千円    令和２年度     0 千円 

平成 28 年度   2,040 千円      計   35,284 千円 

 

事業の実績に関する評価 

①  事業結果の活用状況に関する調査・分析・評価 

大震災からのすまい再建について、被災者の支援と環境に配慮したまちづくり

を両立することができ、本事業は大変有効であった。 

平成 24 年度  8 件（5 人槽 3件、7人槽 5件） 

 平成 25 年度 20 件（5 人槽 2件、7人槽 17 件、10 人槽 1件） 

   平成 26 年度  44 件（5人槽 14 件、7人槽 29 件、10 人槽 1件） 

    平成 27 年度 12 件（5人槽 7件、7人槽 5件） 

平成 28 年度  5 件（5 人槽 2件、7人槽 2件、10 人槽 1件） 

平成 29 年度  1 件（5 人槽 1件） 

平成 30 年度  0 件 

令和元年度   0 件 

令和２年度   0 件 

       計   90 件（5 人槽 29 件、7人槽 58 件、10 人槽 3件） 

    

② コストに関する調査・分析・評価 

  当町では循環型社会形成推進交付金事業での浄化槽設置整備事業も実施してお

り、補助金額については両制度とも同額としたため妥当である。 

（5人槽 332,000 円、7人槽 414,000 円、10 人槽 548,000 円） 

 

③ 事業手法に関する調査・分析・評価 

・想定した事業期間 

 平成 24 年 12 月～平成 28 年 3 月  

・実際に事業に有した事業期間 

平成 24 年 12 月～令和 3年 3月 

・平成 26 年度をピークに減少をしているが、再建の方針を決められない方へもで

きる限り対応できたことから適切と考える。 

 

事業担当部局 

新地町都市計画課 下水道係 電話番号：0244-62-2113 

 


